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1　 本稿は、2016年 11月 5日に「日立システムズホール仙台」にて行われた本学、人文社会科学研究所、第 25
回公開講演会（シンポジウム）での報告を基底としてまとめたものである。



























































































【図 2】　1940年 5月号の表紙 【図 3】　1940年 3月号の表紙
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映という国策の映画会社の広報誌としての性格を保証するものとしても、機能していたと言えるだ
ろう。
4. ????????????????
　ここまで、満洲国の国策映画会社である「満洲映画協会」が発行した宣伝雑誌『満洲映画』を手
掛かりに、満洲映画協会という組織の誕生や展開、そして宣伝雑誌を通した言説空間の構築につい
て考察してきた。この満映という幻の舞台に広がっていた夢は、敗戦とともに終焉を迎えることと
なる。
　敗戦と同時に満映は中国人の管理下に入った。甘粕は自決し、日本人スタッフは帰国と残留のど
ちらかを選ばざるを得なくなった。残留を選択した日本人スタッフは、芸術・技術・行政部門を合
わせて 75名であった。彼らは、その後国共内戦のなかでの厳しい環境を乗り越えて、日本の映画
技術の中国への移転に大きな成果を上げることとなる。そして日本に帰国した旧満映スタッフを待
ち受けていたのは、戦後の混乱と窮乏生活だったが、一足先に帰国していた根岸寛一とともに新た
な映画会社を設立し、戦後日本映画界で活躍することとなる。東横映画（東映）の誕生がそれであ
る。
＊本研究は JSPS科研費 15K16669の助成を受けたものです。

